



















　年間の出生数はピーク時の 269 万人から 102 万人にまで落ち込んだ。大都市部での待機児童はなかなか
減らず，親への支援，子育て支援策も依然，きわめて不十分である。高齢化は今世紀中ごろまで加速し，
10 人のうち高齢者が 4 人を占める時代を迎える。







　千葉県柏市で柏市と東京大学，UR の三者による「柏モデル」( 地域包括体制づくり ) をはじめとした大学
と自治体，関係機関が協働する取り組みも様々な形で展開されつつある。
　「子ども学」を柱とする白梅学園大学短期大学にとっても，これまでの学問的知見を生かし，さらに進化
させる出番が来た，と考えたい。
　学術誌「子ども学」も今年度，三巻目を発行，子ども学研究を軌道に乗せつつある。「子ども学研究所」
も今年度中に研究活動の拠点として本格的に動き出そうとしている。本センターは時代の課題社会の要請に
応えられるよう，こうした研究・教育を支える役割を果たしていきたい。2014 年度のセンター助成金によ
る研究と教育の成果，各セミナーの結果などをまとめた年報 20 号を発行することができた。平賀明彦編集
長並びに各編集委員，企画調整室の方々に心からお礼申し上げたい。
